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▼今回の表紙写真は、樹木をショットした。
▼「何で枯れ葉の木を表紙にもってきたんじゃ～」と
の指摘の声もあるかもしれませんが、あえて次の準
備へのメッセージと受け止めてもって来ました。あ
しからず・・・。

▼じっくり眺めると、花芽を感じ愛おしく思えてきま
す。如何でしょうか？

▼この樹木はモクレンの木で、来春に備えて準備を
着々と進めているのでしょう。

▼モクレンの花咲くシーズンでの写真は、あらゆる雑
誌などで紹介されることは多いかと思います。

▼樹木は言葉を発しないが、自然の変化を感じとりつ
つ黙って成長を続ける、違った意味で美しさを感じ
取れます。

▼来春には、やわらかな白い花をきっと咲かせてくれ
ることでしょう。

▼モクレンの花言葉は「自然な愛情」とか。
▼手をかけずとも美しい樹形を保ち、一斉に開く大き
な花には良い香りもあります。

▼樹皮や蕾は生薬として古くから用いられ、ごく最近
になり、なんとアメリカのチューインガムメーカー
が、とても興味深い研究結果を発表したそうです。

▼モクレンの樹皮には口臭の原因となるバクテリアを
除去する働きがあるのだとか。

▼雑学を紐解いていくと、モクレンのもう1つの花言
葉である「恩恵」も、まさに言い得て妙な花言葉と
いえますね。

▼来年、皆様に
と っ て 良 き
「恩恵」がもた
らされますよ
うに・・・。
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広
酪
創
立
二
十
周
年
記
念
式
典
・
記
念
講
演
会

　
二
十
歳
を
迎
え

育
て
て
頂
い
た
先
輩
に
感
謝
！
そ
し
て
未
来
へ

（
十
一
月
二
十
八
日
　
グ
ラ
ン
ラ
セ
ー
レ
三
次
）

　
広
酪
は
平
成
六
年
四
月
一
日
の
県
内
十
八
の
酪
農

専
門
農
協
の
合
併
か
ら
二
十
周
年
の
節
目
の
年
を
迎

え
、
こ
れ
を
記
念
し
て
記
念
行
事
を
開
催
し
た
。

　
広
酪
は
、
多
く
の
関
係
者
の
皆
様
と
諸
先
輩
方
の

英
知
と
決
断
の
も
と
に
発
足
し
、
組
合
員
を
は
じ
め
、

関
係
団
体
や
役
職
員
の
尽
力
が
あ
っ
て
こ
そ
今
日
が

あ
る
も
の
と
し
て
、「
先
輩
に
感
謝
！
そ
し
て
未
来
へ
」

を
テ
ー
マ
に
開
催
し
、
関
係
者
七
十
八
名
が
出
席
し

節
目
を
祝
っ
た
。
出
席
者
に
は
二
十
年
の
歴
史
を
ま

と
め
た
「
ひ
ろ
ら
く
二
十
年
の
歩
み
」を
配
布
し
た
。

（左側が今回作成した「ひろらく
二十年の歩み」。右側は「ひろら
く十年の歩み」。これらは広酪Ｈ
Ｐに掲載し紹介）
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特　集 広酪創立 20周年記念式典・記念講演会

　

式
典
で
は
、
岩
竹
重
城
組
合
長
が

出
席
の
来
賓
及
び
今
日
ま
で
の
広
酪

を
支
え
て
頂
い
た
組
合
員
、
役
職
員

Ｏ
Ｂ
、
役
職
員
、
関
係
者
各
位
の
支

援
や
指
導
に
対
す
る
感
謝
と
経
過
報

告
を
交
え
た
挨
拶
の
後
、
来
賓
の
広

島
県
知
事
代
理
の
広
島
県
農
林
水
産

局
畜
産
課
菊
池
浩
久
参
事
、
Ｊ
Ａ
広

島
中
央
会
会
長
代
理
の
小
田
政
治
常

務
理
事
、
全
酪
連
会
長
代
理
の
清
家

英
貴
専
務
理
事
か
ら
祝
辞
を
頂
戴
し
、

祝
電
の
披
露
を
行
っ
た
。

　

そ
の
後
は
、
牛
乳
を
使
っ
た
和
食

「
乳
和
食
」の
普
及
に
努
め
ら
れ
て
い

る
小
山
浩
子
先
生
を
講
師
に
迎
え
講

演
を
聴
い
た
。

　

そ
の
後
の
昼
食
会
で
は
、
小
山
先

生
の
乳
和
食
レ
シ
ピ
か
ら
二
品
を
加

え
た
料
理
を
食
し
な
が
ら
の
情
報
交

換
を
行
っ
た
。
開
会
に
あ
た
っ
て
、

鈴
木
道
弘
専
務（
広
酪
）が
「
酪
農
情
勢

が
厳
し
い
中
で
記
念
行
事
の
開
催
に

対
し
て
地
区
懇
談
会
、
理
事
会
で
の

意
見
で
賛
否
両
論
が
入
り
混
じ
る
中
、

最
終
的
に
理
事
会
に
お
い
て
開
催
を

決
定
し
た
」と
開
催
に
至
っ
た
経
過
を

述
べ
、
中
国
生
乳
販
連
の
東
山
基
会

長
は
「
全
国
に
先
駆
け
た
県
域
酪
農
団

体
の
合
併
か
ら
中
国
五
県
を
け
ん
引

す
る
英
知
を
持
た
れ
た
組
織
」と
評
さ

れ
た
。

　

県
産
牛
乳
で
の
乾
杯
発
声
で
は
上

野
千
里
初
代
組
合
長
が
「
二
十
年
と
は

い
え
、
あ
っ
と
い
う
間
。
こ
れ
ま
で

の
組
合
員
と
役
職
員
の
努
力
に
感
謝

す
る
。
酪
農
情
勢
は
依
然
厳
し
い
が

元
気
を
出
し
て
い
こ
う
」と
声
高
ら
か

に
杯
を
か
ざ
し
た
。
結
び
に
は
温
泉

川
寛
明
理
事
の
万
歳
三
唱
で
締
め
く

く
っ
た
。
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経

過

報

告

　

広
島
県
酪
農
業
協
同
組
合
は
、
平
成
六

年
四
月
に
酪
農
業
の
将
来
を
見
据
え
た
中

で
、
多
く
の
関
係
者
の
皆
様
と
諸
先
輩
方

の
英
知
と
決
断
の
も
と
に
広
島
県
内
を
一

円
と
す
る
単
一
酪
農
専
門
農
協
と
し
て
発

足
し
、
今
年
で
め
で
た
く
二
十
年
目
を
迎

え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

合
併
当
初
は
、
財
務
基
盤
も
乏
し
く
、

廃
業
等
に
よ
る
生
乳
出
荷
組
合
員
や
脱
退

者
へ
の
出
資
金
返
還
が
進
む
中
、
組
合
員

の
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
に
よ
り
、
生

乳
出
荷
乳
量
一
キ
ロ
グ
ラ
ム
あ
た
り
一
円

の
増
資
積
立
と
、
剰
余
金
処
分
で
の
自
己

資
本
へ
の
繰
り
入
れ
か
ら
、
自
己
資
本
金

額
は
合
併
当
初
の
三
億
七
千
万
円
か
ら
平

成
二
十
五
年
度
期
末
で
は
十
一
億
円
と
資

本
強
化
が
図
ら
れ
ま
し
た
。

　

遡
る
十
年
間
で
は
減
産
型
生
乳
計
画
生

産
や
配
合
飼
料
価
格
の
高
騰
、
円
安
に
よ

る
輸
入
乾
牧
草
や
原
油
価
格
、
原
材
料
の

高
騰
等
、
中
国
や
イ
ン
ド
の
新
興
国
に
よ

る
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
等
の
争
奪
戦
、
突
如
発

表
さ
れ
た
環
太
平
洋
経
済
連
携
協
定
へ
の

参
加
交
渉
等
、
酪
農
家
に
と
っ
て
「
平
成

の
酪
農
危
機
」と
称
さ
れ
る
程
の
困
窮
し

た
情
勢
に
直
面
し
ま
し
た
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
当
組
合
は
組
合
員
は

も
と
よ
り
、
諸
先
輩
方
の
英
断
と
、
組
織

整
備
へ
の
ご
尽
力
に
よ
っ
て
、
蓄
え
ら
れ

た
資
本
を
活
用
し
、
経
営
理
念
に
基
づ
く

組
合
員
の
生
活
向
上
と
消
費
者
へ
の
安

全
・
安
心
な
生
乳
生
産
と
供
給
に
対
す
る

社
会
的
使
命
を
負
っ
て
、
積
極
的
な
事
業

活
動
を
展
開
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

こ
の
遡
る
二
十
年
の
経
過
は
、記
念
誌
「
ひ

ろ
ら
く
二
十
年
の
あ
ゆ
み
」と
し
て
と
り

ま
と
め
ま
し
た
の
で
、
ご
覧
頂
け
れ
ば
幸

い
に
存
じ
ま
す
。

　

こ
の
変
遷
に
お
き
ま
し
て
、
組
合
員
、

役
員
、
職
員
は
も
と
よ
り
、
行
政
機
関
並

び
に
系
統
上
部
団
体
、
取
引
乳
業
会
社
等

の
多
く
の
関
係
者
の
皆
様
に
支
え
ら
れ

て
、
本
日
こ
こ
に
記
念
す
べ
き
二
十
年
の

節
目
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
心

よ
り
深
く
感
謝
と
御
礼
を
申
し
上
げ
、
経

過
報
告
と
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

（上野千里氏による牛乳での乾杯）

（全員で今後の広酪の発展を祈願）
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記
念
講
演
会

牛
乳
を
活
用
し
、健
康
寿
命
ア
ッ
プ
し
ま
せ
ん
か
！

調
味
料
を
牛
乳
に「
美
味
し
い
減
塩
食
生
活
を
」 

　
広
島
県
の『
健
康
寿
命
』

全
国
ラ
ン
ク

　
女
性
四
十
六
位
・
男
性
三
十
位
!?

■
講
演
骨
子

▼
「
健
康
志
向
の
高
ま
り
か
ら
『
減
塩
』の
重

要
性
が
叫
ば
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
私
た
ち

が
日
常
、
口
に
す
る
和
食
に
は
調
味
の
ベ
ー

ス
と
な
る
味
噌
、
し
ょ
う
ゆ
に
多
く
の
塩
分

が
含
ま
れ
て
お
り
、
日
本
人
の
食
塩
摂
取
量

は
年
々
減
少
傾
向
に
は
あ
る
が
、
現
在
の
食

生
活
で
は
限
界
。
一
方
で
高
血
圧
有
病
者
は

年
々
増
加
し
て
お
り
、
年
齢
が
上
が
る
に
連

れ
て
そ
の
割
合
も
多
く
な
っ
て
い
る
。
こ
の

よ
う
な
現
状
の
中
、
こ
れ
ま
で
と
は
違
う
減

塩
食
の
新
し
い
考
え
方
と
し
て
、
コ
ク
と
旨

み
と
甘
み
と
わ
ず
か
な
塩
味
を
含
む
牛
乳
を

利
用
し
た
簡
単
で
お
い
し
い
乳
和
食
を
調
理

法
別
に
解
り
易
く
五
つ
の
ミ
ル
ク
マ
ジ
ッ
ク

を
紹
介
。

　

こ
れ
ら
の
調
理
方
法
は
と
て
も
シ
ン
プ
ル

で
、
基
本
は
普
段
か
ら
作
っ
て
い
る
和
食
の

だ
し
汁
や
水
分
を
牛
乳
に
置
き
換
え
て
、
調

味
料
を
減
ら
す
だ
け
。
た
っ
た
こ
れ
だ
け
で

驚
く
ほ
ど
少
な
い
塩
分
で
も
お
い
し
さ
を
感

じ
な
が
ら
減
塩
が
で
き
、
夕
食
の
献
立
の
う

ち
の
二
品
を
乳
和
食
に
変
え
る
だ
け
で
一
食

二
ｇ
以
上
の
減
塩
が
可
能
に
な
る
。
日
本
で

は
、
乳
を
使
っ
た
料
理
の
歴
史
が
浅
く
、
牛

乳
を
飲
む
こ
と
は
あ
っ
て
も
、
日
常
的
に
牛

乳
を
料
理
に
活
用
す
る
習
慣
は
ほ
と
ん
ど
な

　
広
酪
創
立
二
十
周
年
記
念
行
事
の
一
環

と
し
て
、
記
念
講
演
会
を
開
催
し
た
。
講

師
は
、
料
理
家
・
管
理
栄
養
士
フ
ー
ド
ビ

ジ
ネ
ス
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
　
小
山
浩

子
先
生
。
演
題
は
「
だ
し
は
牛
乳
・
お
い

し
く
減
塩
　
乳
和
食
」
～
健
康
寿
命
百
歳

を
目
指
し
て
！
～
と
題
し
て
、
乳
和
食
の

普
及
活
動
の
取
り
組
み
を
交
え
紹
介
頂
い

た
。

　
小
山
先
生
は
、
料
理
教
室
の
講
師
や

コ
ー
デ
ィ
ネ
イ
ト
、
メ
ニ
ュ
ー
開
発
、
栄

養
コ
ラ
ム
執
筆
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
を
は
じ
め
健

康
番
組
へ
の
テ
レ
ビ
出
演
な
ど
幅
広
く
活

動
。
著
作
も
多
数
あ
り
、『
目
か
ら
ウ
ロ
コ

の
お
い
し
い
減
塩
「
乳
和
食
」』（
主
婦
の

友
社
）
は
二
〇
一
四
年
グ
ル
マ
ン
世
界
料

理
本
大
賞
イ
ノ
ベ
イ
テ
ィ
ブ
部
門
世
界
第

二
位
を
受
賞
。
牛
乳
料
理
の
レ
シ
ピ
開
発

歴
は
二
十
年
以
上
。
日
本
で
唯
一
の
ミ
ル

ク
料
理
研
究
家
と
し
て
活
躍
中
で
あ
る
。

特　集 広酪創立 20周年記念式典・記念講演会

牛乳
を使
って

美味
しく
減塩
を…
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い
。
し
か
し
、
コ
ク
・
旨
み
・
甘
み
・
か
す

か
な
酸
味
と
塩
味
を
含
む
乳
を
取
り
入
れ
る

こ
と
で
お
い
し
さ
を
保
ち
、
塩
分
過
多
、
カ

ル
シ
ウ
ム
不
足
が
解
消
さ
れ
る
。
ま
た
、
牛

乳
は
そ
の
ま
ま
加
え
る
だ
け
で
調
理
に
利
用

で
き
る
こ
と
か
ら
、
そ
れ
ほ
ど
手
間
も
か
か

ら
ず
加
熱
し
て
も
栄
養
価
が
ほ
と
ん
ど
変
わ

ら
な
い
の
も
特
徴
。
そ
の
上
、
牛
乳
に
は
カ

ル
シ
ウ
ム
や
ア
ミ
ノ
酸
が
含
ま
れ
、
同
時
に

骨
粗
し
ょ
う
症
予
防
や
免
疫
ア
ッ
プ
、
メ
タ

ボ
予
防
等
の
メ
リ
ッ
ト
を
得
る
こ
と
が
で
き

る
。
糖
尿
病
の
方
へ
は
低
Ｇ
Ｉ
食
と
し
て
食

べ
て
貰
え
る
。
更
に
、
乳
中
の
成
分
で
あ
る

カ
ル
シ
ウ
ム
・
マ
グ
ネ
シ
ウ
ム
・
カ
リ
ウ
ム

に
よ
る
血
圧
降
下
作
用
も
期
待
で
き
る
。
ぜ

ひ
牛
乳
と
い
う
調
味
料
を
毎
日
の
食
事
づ
く

り
に
と
り
入
れ
、
お
い
し
く
無
理
の
な
い
減

塩
生
活
を
始
め
て
み
ま
せ
ん
か
？
」と
問
い

掛
け
、
本
題
の
講
演
に
入
ら
れ
た
。

高
血
圧
改
善
と
減
塩
の
必
要
性

　

都
道
府
県
別
の
広
島
県
の
食
塩
摂
取
量

は
、
全
国
で
男
性
は
三
十
一
位（
十
・
九
ｇ
）、

女
性
は
四
十
一
位（
八
・
九
ｇ
）。
県
別
の
平

均
寿
命
を
見
る
と
広
島
県
の
男
性
は
十
二
位

に
対
し
て
、
健
康
寿
命
は
三
十
位
、
女
性
の

平
均
寿
命
は
六
位
に
対
し
て
、
健
康
寿
命
は

四
十
六
位
と
広
島
県
は
塩
分
摂
取
量
は
少
な

く
て
平
均
寿
命
も
長
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

健
康
寿
命
が
短
い
状
況
に
あ
る
。

減
塩
目
標
は
一
日
六
ｇ
未
満

　

日
本
人
の
食
塩
摂
取
量
は
一
日
平
均
約
十

ｇ
で
減
塩
目
標
は
六
ｇ
。
一
日
二
ｇ
食
塩
摂

取
量
を
減
ら
す
た
め
に
①
減
塩
目
標
を
立
て

る
、
②
食
塩
摂
取
量
を
把
握
、
③
調
味
料
の

見
直
し
、
④
減
塩
の
調
味
料
や
食
材
を
取
り

入
れ
る
、
⑤
調
理
で
の
鮮
度
・
香
り
・
酸
味
・

甘
み
・
コ
ク
、
⑥
味
付
け
前
に
味
見
の
習
慣

を
勧
め
、
新
し
い
減
塩
法
を
紹
介
さ
れ
た
。

新
た
な
減
塩
法
と
は
？

　

無
形
文
化
遺
産
と
な
っ
た
和
食
。
し
か
し

和
食
に
も
欠
点
が
あ
る
。そ
れ
は
み
そ
・
し
ょ

う
ゆ
の
塩
分
と
カ
ル
シ
ウ
ム
が
殆
ど
な
い
こ

と
。
多
く
の
人
は
一
見
「
ミ
ル
ク
と
和
食
は

合
わ
な
い
」と
の
概
念
が
あ
る
が
、
調
味
料

を
半
分
に
し
て
、
こ
れ
を
牛
乳
に
置
き
換
え

る
こ
と
を
試
し
て
ほ
し
い
。
一
例
と
し
て
、

納
豆
の
た
れ
を
半
分
に
し
て
牛
乳
に
置
き
換

え
た
「
ミ
ル
ク
納
豆
」や
「
ヨ
ー
グ
ル
ト
味
噌

汁
」を
紹
介
。
テ
レ
ビ
番
組
で
の
エ
ピ
ソ
ー

ド
を
交
え
て
紹
介
さ
れ
、
会
場
か
ら
の
笑
い

を
誘
っ
た
。

乳
和
食
に
は
五
つ
の「

ミ
ル
ク
マ
ジ
ッ
ク
」

　

こ
れ
ま
で
と
は
違
う
減
塩
食
の
新
し
い
考

え
方
と
し
て
、五
つ
の
ミ
ル
ク
マ
ジ
ッ
ク（
①

ミ
ル
ク
を
だ
し
の
代
わ
り
に
す
る
。
②
ミ
ル

ク
を
水
の
代
わ
り
に
す
る
。
③
ミ
ル
ク
で
野

菜
を
茹
で
、
乾
物
を
茹
で
戻
す
。
④
ミ
ル
ク

で
粉
を
溶
い
て
揚
げ
物
の
衣
や
シ
チ
ュ
ー
の

ル
ー
と
し
て
使
う
。
⑤
ミ
ル
ク
に
お
酢
を
加

え
て
カ
ッ
テ
ー
ジ
チ
ー
ズ
と
乳
清
を
作
り
、

別
々
に
使
う
）を
紹
介
。
こ
れ
ら
五
つ
の
マ

ジ
ッ
ク
に
よ
る
乳
和
食
の
料
理
方
法
を
紹
介

さ
れ
た
。

乳
和
食
の
美
味
し
さ

　
乳
和
食
は
水
や
だ
し
の
代
わ
り
に
使
い
、

地
元
の
成
分
無
調
整
牛
乳
を
使
う
こ
と
が
大

き
な
特
徴
。
ヨ
ー
グ
ル
ト
や
そ
の
他
乳
製
品

を
使
っ
た
も
の
は
乳
和
食
と
し
て
は
扱
っ
て

い
な
い
。
あ
る
広
島
の
酪
農
家
に
は
「
ホ
エ

イ
」を
使
っ
た
ポ
ン
酢
や
ホ
エ
イ
パ
ン
を
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
販
売
さ
れ
て
お
り
、
全
国

で
も
珍
し
い
と
し
て
、
酪
農
家
も
第
六
次
産

業
化
に
よ
る
新
た
な
商
品
開
発
も
検
討
さ
れ

て
は
ど
う
か
と
語
り
か
け
ら
れ
た
。
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ま
と
め

　

小
山
先
生
は
、
広
酪
で
も
『
ひ
ろ
し
ま
の

酪
農
か
あ
ち
ゃ
ん
発
案
美
味
し
い
レ
シ
ピ

集
』を
作
成
さ
れ
、
牛
乳
の
Ｐ
Ｒ
を
さ
れ
た
。

　

ま
た
中
期
計
画
で
は
「
八
〇
二
〇
」の

キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
の
も
と
八
十
歳
で
二
十

頭
の
牛
を
飼
う
こ
と
は
大
変
素
晴
ら
し
い
こ

と
。
牛
乳
の
機
能
性
や
成
分
は
と
て
も
豊
富

で
、
健
康
寿
命
を
延
ば
す
エ
ビ
デ
ン
ス（
証

（御礼の言葉と花束を贈呈する三浦貴美子理事）

（昼食会に出された「お麩のグラタン」：左　と「ミルク茶碗蒸し」：右）

拠
や
根
拠
、
証
言
な
ど
）は
た
く
さ
ん
あ
る
。

こ
れ
ま
で
二
十
年
に
亘
り
牛
乳
料
理
の
普
及

に
あ
た
っ
て
き
た
が
、
な
か
な
か
普
及
し
な

い
中
で
、
新
た
な
キ
ー
ワ
ー
ド
と
し
て
「
乳

和
食
」を
提
唱
し
て
き
た
。
乳
和
食
は
減
塩

効
果
だ
け
で
な
く
、
こ
れ
ら
の
エ
ビ
デ
ン
ス

を
し
っ
か
り
と
Ｐ
Ｒ
し
て
、
今
、
注
目
を
浴

び
て
い
る
乳
和
食
を
更
に
盛
り
上
げ
て
い
き

た
い
」と
締
め
く
く
ら
れ
た
。

▼
広
酪
は
満
二
十
歳
を
迎
え
、
こ
の
ほ

ど
成
人
式
を
行
っ
た
。

▼
組
合
発
足
に
向
け
て
は
、
組
合
員
や

役
職
員
の
合
意
形
成
や
そ
の
決
断
、

そ
し
て
合
併
に
携
わ
ら
れ
た
役
職
員

の
皆
さ
ん
は
昼
夜
を
問
わ
ず
準
備
に

あ
た
ら
れ
た
と
聞
く
。

▼
将
来
を
見
据
え
た
中
で
組
織
合
併
を

果
た
さ
れ
、
以
後
も
酪
農
業
へ
の
大

波
は
幾
度
と
な
く
訪
れ
、
組
合
員
の

相
互
扶
助
と
役
職
員
の
尽
力
、
そ
し

て
関
係
各
位
の
ご
支
援
と
ご
協
力
か

ら
、
組
織
力
を
も
っ
て
困
難
を
乗
り

越
え
、
今
日
の
広
酪
が
あ
る
も
の
と

察
す
る
。
現
状
に
お
い
て
も
多
く
の

酪
農
業
を
取
り
巻
く
環
境
は
厳
し
い

状
況
に
あ
る
。
ま
た
、
不
安
材
料
も

多
い
。

▼
今
回
、
記
念
行
事
と
し
て
二
十
周
年

誌
を
作
成
し
、
数
名
の
ス
タ
ッ
フ
で

分
担
し
編
集
作
業
を
短
期
間
で
行
っ

た
。
こ
れ
を
機
に
過
去
を
振
り
返
り
、

ま
た
、
目
ま
ぐ
る
し
い
情
勢
変
化
の

中
で
、
積
極
的
に
組
合
員
に
向
い
た

事
業
活
動
を
展
開
し
て
き
た
軌
跡
が

あ
っ
た
。
こ
う
し
た
節
目
の
記
念
誌

編
纂
や
記
念
行
事
に
携
わ
ら
れ
た
こ

と
に
感
謝
し
た
い
。

▼
遡
る
十
年
で
は
減
産
型
生
乳
計
画
生

産
、
円
安
に
よ
る
乾
草
、
配
合
飼
料
、

資
材
等
の
価
格
高
騰
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
等
、

年
末
に
向
け
て
は
バ
タ
ー
不
足
が
メ

デ
ィ
ア
を
賑
わ
し
て
い
る
。

▼
一
年
後
、
三
年
後
す
ら
想
定
し
が
た

い
時
代
に
あ
る
が
、
未
来
に
向
か
っ

て
、
組
合
員
、
役
職
員
共
に
知
恵
を

絞
っ
て
、
組
合
発
足
当
時
か
ら
「
ら

く
の
う
だ
よ
り
」の
表
紙
に
掲
げ
る

「
豊
か
さ
・
健
康
・
う
る
お
い
」の
酪

農
を
め
ざ
し
、
先
輩
へ
の
感
謝
と
共

に
、
こ
の
節
目
の
行
事
を
期
に
更
に

気
を
引
き
締
め
て
リ
ス
タ
ー
ト
を
切

り
た
い
。

（
T
・
Y
）

特　集 広酪創立 20周年記念式典・記念講演会


